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【学校教育目標：豊かな人間性をもち，実践力のある子どもを育成する】 令和４年９月１４日

新 自分で考える子 本 本気で取り組む子 義 きまりを守る子 民 みんな仲良く元気な子

命を守る避難訓練
８日(木)，地震の避難訓練が行われました。避難開始の放送から全員避難完了ま

で２分２３秒。前回(４月火災の避難訓練)より３０秒短縮できました。また，地震

時の教室での対応(頭を防護し大きな揺れが収まる

まで机の下で待機)，避難場所までの避難の仕方(おさ

ない,はしらない,しゃべらない,もどらないの徹底)も適切に行動できまし

た。前回の訓練を生かし，真剣な取り組みを重ねる

中で，対応力も向上したことと思います。

９月は防災の日(9月1日)，防災週間(8月30日～9月5日)が

制定されており，災害への認識や防災意識を高め，

備えを確認する時期でもあります。訓練を通して得られた気づきや防災意識を大切

に，日頃の生活でも災害に備えた行動意識を高めていきたいと思います。

やりぬく心【朝礼講話(９月１２日(月)）】

９月の品格目標は，やりぬく心です。やりぬくとはいったい

どんなことでしょうか。品格ポスターにはキーワードとして，

あきらめない，何度でも，挑戦，努力し続けるという言葉が

載っています。やりぬくことを表す大事な言葉ですね。では，

やりぬくの反対の言葉(行い)は？。やりぬかない，あきらめ

る，１回だけ，逃げる，やめるでしょうか。

でも，最初からやりぬかないことを考える人はいませんね。

途中で困難なことが起きた時，残念ながらやりぬけなかったという結果になる

かも知れません。思い通りにならない時は誰でも，もうあきらめようか，もう

やめようか，という気持ちになってしまいます。しかし，そんな時はあきらめ

る前に，もう少し頑張ろうか，もう少し続けようか，もう１回やってみようか

と，自分を励ましてください。このもう少し，もう１回という気持ちが大切で

す。結果がどうであれ，その時のもう少しの頑張りは心を強くします。

やりぬくを表す英語は英語の品格ポスターにあるAchievement(ｱﾁｰﾌﾞﾒﾝﾄ)の他

に，Persevere(ﾊﾟｰｼﾋﾞｱ)という言い方もあるそうです。このやりぬこうと努力す

るという意味のパーシビアには，辛抱するという意味もあります。思い通りに

ならないときは，パーシビア(辛抱する，やりぬこうと努力する）の気持ちを大

切に，もう少し，もう１回と自分を励まし，頑張ってください。


